
第
二
学
年

国
語
科
学
習
指
導
案

単
元
名

豊
か
な
言
葉
「
短
歌
を
味
わ
う
」
～
短
歌
を
作
り
、
思
い
を
伝
え
る
～

一

指
導
事
項

第
二
・
三
学
年
「
Ｂ

書
く
こ
と
」
イ

自
分
の
立
場
及
び
伝
え
た
い
事
実
や
事
柄
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

二

単
元
の
評
価
規
準

ア

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

イ

書
く
能
力

広
い
範
囲
か
ら
必
要
な
材
料
を
集
め
、
立
場

自
分
の
立
場
及
び
伝
え
た
い
事
実
や
事
柄
を
明
確
に
し

や
伝
え
た
い
事
柄
を
明
確
に
し
、
相
手
に
効
果

て
い
る
。

的
に
伝
わ
る
よ
う
に
表
現
を
工
夫
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

三

単
元
に
つ
い
て

○

本
単
元
の
指
導
事
項
と
し
て
、
第
二
・
三
学
年
「
Ｂ

書
く
こ
と
」
イ
「
自
分
の
立
場
及
び
伝
え
た
い
事
実

」

。

、

や
事
柄
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
位
置
づ
け
ら
れ
る

本
単
元
で
短
歌
と
前
書
き
に
取
り
組
む
と
い
う
活
動
は

言
語
活
動
例
か
ら
見
る
と

「
Ｂ
書
く
こ
と
」
の
「

ア
）
説
明
や
記
録
な
ど
の
文
章
を
書
く
こ
と
」
を
具
体
化

、

（

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

○

本
学
年
の
生
徒
は
、
昨
年
度
四
月
に
実
施
さ
れ
た
学
力
実
態
調
査
の
結
果
で
「
読
む
こ
と
」
以
外
の
観
点
で

全
国
の
平
均
値
を
下
回
っ
て
い
た
。
し
か
し
今
年
度
実
施
の
実
態
調
査
で
は
「
関
心
・
意
欲
・
態
度

「
話
す

」

・
聞
く
能
力

「
読
む
能
力

「
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
」
の
四
観
点
に
つ
い
て
は
平
均
値
を
上

」

」

回
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
年
間
で
学
力
が
向
上
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
「
書
く
能

力
」
は
依
然
平
均
値
を
下
回
っ
て
い
る
。

本
学
級
の
生
徒
は
、
例
え
ば
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
対
す
る
模
範
回
答
を
作
る
こ
と
は
で
き
る
。
こ
れ
は
表
面

的
に
は
「
書
く
こ
と
」
へ
の
適
応
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
的
に
は
、
自
分
で
考
え
て
い
る
こ
と
を
表
現
す
る
力

や
、
語
彙
を
充
分
に
蓄
え
て
い
る
と
は
言
え
な
い
面
が
あ
る
。

第
二
学
年
の
国
語
科
の
授
業
で
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
年
間
を
通
じ
て
始
業
時
の
五
分
間
を
、
漢
字
練
習

二
回
、
小
テ
ス
ト
一
回
の
割
合
で
漢
字
の
時
間
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
新
出
漢
字
を
正
確
に
身
に
つ

け
る
こ
と
と
、
熟
語
や
単
文
を
通
し
て
語
彙
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
目
的
を
理
解
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
生
徒
は
そ
れ
な
り
に
成
果
を
出
し
て
い
る
が
、
受
動
的
な
姿
勢
で
取
り
組
む
生
徒
た
ち
へ
の

対
応
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

○

短
歌
に
つ
い
て
、
生
徒
た
ち
は
小
学
校
で
学
ん
で
お
り
、
基
本
的
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際

に
限
ら
れ
た
音
数
に
自
ら
の
思
い
を
込
め
る
よ
う
な
経
験
は
充
分
と
は
い
え
な
い
。
教
科
書
の
文
章
に
は
、
短

歌
の
一
般
的
な
解
説
ば
か
り
で
は
な
く
、
筆
者
や
登
場
す
る
歌
人
た
ち
が
、
短
歌
と
い
う
形
式
を
通
し
て
言
葉

と
向
き
合
い
、
新
し
い
時
代
の
表
現
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
き
た
姿
が
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
読
者
に
向

か
っ
て
直
接
的
に
短
歌
を
作
る
こ
と
は
勧
め
て
は
い
な
い
が
、
自
分
も
作
り
続
け
て
き
た
短
歌
と
い
う
表
現
形

式
が
、
こ
れ
か
ら
も
自
己
表
現
と
し
て
の
価
値
を
も
ち
続
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
に
は
、
若
い
読
者
に
対
す
る
婉
曲
的
な
誘
い
が
あ
る
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
短
歌
と
い
う
限
ら
れ
た
音
数

の
定
型
詩
を
作
る
こ
と
で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
と
向
き
合
い
、
言
葉
に
対
す
る
思
い
を
よ
り
深
め
る
き
っ

か
け
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

○

も
ち
ろ
ん
、
短
歌
を
作
る
と
い
う
作
業
だ
け
で
は
簡
単
に
思
い
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ

で
、
補
足
的
な
意
味
で
、
自
分
の
感
じ
た
こ
と
や
そ
の
情
景
を
文
章
に
ま
と
め
て
前
書
き
と
し
て
短
歌
に
添
え

る
活
動
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
二
つ
の
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
思
い
を
書
く
こ
と
で
自
分
の
立
場
及

び
伝
え
た
い
事
実
や
事
柄
を
明
確
に
す
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
。

指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
教
科
書
の
中
の
第
二
首
、
正
岡
子
規
の
歌
の
前
書
き
を
参
考
に
し
て
、
自
分
が
作
っ

た
歌
の
情
景
や
心
情
・
自
分
が
見
た
も
の
、
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
補
足
的
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。
そ
こ
で
、
正
岡
子
規
の
歌
に
添
え
ら
れ
て
い
る
前
書
き
（
歌
の
後
の
文
章
を
含
む
）
を
読
み
、
決
し
て
長

く
は
な
い
こ
の
文
章
に
、
子
規
が
病
床
に
あ
る
こ
と
や
、
題
材
と
し
た
藤
の
花
の
よ
う
す
な
ど
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
を
読
み
と
り
、
歌
の
鑑
賞
文
と
は
異
な
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
。
そ
し
て
「
自
分
が
作
っ
た
短
歌
を
、

よ
り
具
体
的
に
読
み
手
に
伝
え
る
文
章
を
書
く
」
と
い
う
目
標
に
沿
っ
て
原
稿
を
書
き
、
推
敲
さ
せ
る
。
こ
こ

で
は
、
目
的
や
条
件
に
従
っ
て
短
い
文
章
を
書
く
こ
と
で
、
言
葉
の
持
つ
力
を
感
じ
さ
せ
、
思
い
を
伝
え
る
実

感
を
も
た
せ
た
い
。

な
お
、
本
校
の
研
修
の
サ
ブ
テ
ー
マ
が
「
○
○
の
自
然
を
生
か
し
た
地
域
の
教
育
力
活
用
を
と
お
し
て
」
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
○
○
の
自
然
そ
の
も
の
を
教
材
化
す
る
と
い
う
視
点
に
た
ち
、
短
歌
の
題
材
を
「
○
○
の
自

然
・
建
物
」
に
特
定
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
○
○
は
身
近
に
あ
る
平
凡
な
山
に
す

ぎ
ず
、
特
別
に
思
い
を
寄
せ
る
よ
う
な
存
在
で
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
。
し
か
し
、
確
実
に
季
節
に
応
じ
た
美

し
さ
を
見
せ
て
い
る
。
本
学
習
を
通
し
て
普
段
気
づ
か
な
い
○
○
の
多
様
な
魅
力
に
気
づ
か
せ
た
い
。

完
成
し
た
作
品
は
地
域
の
公
会
議
場
で
あ
る
「
○
○
○
」
に
展
示
し
、
地
域
へ
発
信
し
て
い
く
。
そ
れ
を
通

し
て
地
域
の
人
々
と
の
交
流
が
生
ま
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
○
○
の
自
然
を
生
か
し
た
地
域
の
教
育
力
の
活
用
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。



四

単
元
の
指
導
計
画
・
評
価
計
画

別
紙

一
太
郎
フ
ァ
イ
ル
「
そ
の
２
」



五

本
時

第
５
校
時

（
六
／
六
）

１

本
時
の
評
価
規
準
・
評
価
方
法

イ

自
分
の
伝
え
た
い
事
実
や
事
柄
を
明
確
に
し
、
短
歌
と
前
書
き
を
さ
ら
に
推
敲
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

資
料
等

教
科
書
、
プ
リ
ン
ト
４
、
プ
リ
ン
ト
５

３

本
時
の
指
導
計
画
お
よ
び
評
価
計
画

過
程

学
習
活
動

指
導
上
の
留
意
点

評
価
基
準

形
態

配
時

主
な
言
語
活
動

Ｃ
の
生
徒
へ
の
手
だ
て

導
入

１

前
時
ま
で
の
学
習

・
今
ま
で
の
活
動
を
振
り

一
斉

２

を
想
起
す
る
。

返
り
、
確
認
す
る
。

展
開

２

本
時
の
目
標
を
確

・
各
班
の
発
表
を
聞
き
、

認
す
る
。

短
歌
と
前
書
き
を
推
敲
す

る
こ
と
を
告
げ
る
。

・
発
表
を
聞
い
て
、
自

分
の
短
歌
と
前
書
き
を

完
成
さ
せ
よ
う
。

３

各
班
の
代
表
に
よ

・
発
表
者
は
拡
大
し
た
作

一
斉

25

る
発
表

品
を
黒
板
に
掲
示
す
る
。

・
聞
き
手
は
プ
リ
ン
ト
４

に
気
付
い
た
こ
と
な
ど
を

記
入
す
る
。

４

発
表
を
も
と
に
，

・
今
ま
で
の
内
容
を
考
え

Ａ

短
歌
の
形
式
や
前
書
き

個

20

短
歌
と
前
書
き
の
手

自
分
の
短
歌
と
前
書
き
を

の
趣
旨
を
考
え
た
う
え
で

直
し
や
工
夫
し
た
点

再
度
推
敲
し
、
そ
の
内
容

適
切
な
語
句
を
選
択
し
、

を
書
き
入
れ
，
作
品

を
プ
リ
ン
ト
５
に
記
入
す

読
み
手
に
効
果
的
に
伝
わ

を
完
成
さ
せ
る
。

る
。

る
よ
う
に
表
現
を
工
夫
し

な
が
ら
推
敲
し
て
い
る
。

Ｂ

短
歌
の
形
式
や
前
書
き

の
趣
旨
を
考
え
、
適
切
な

語
句
を
選
択
し
、
読
み
手

に
伝
え
る
こ
と
を
意
識
し

な
が
ら
推
敲
し
て
い
る
。

前
書
き
の
原
稿
作
成
の

際
に
伝
え
た
い
事
柄
を
明

確
に
で
き
な
か
っ
た
生
徒

に
は
、
第
４
次
で
示
し
た

ヒ
ン
ト
と
な
る
語
句
を
確

認
す
る
。

５

次
時
の
学
習
を
確

・

江
陽
館
」
に
掲
示
す

一
斉

３

ま
と
め

「

認
す
る
。

る
こ
と
を
確
認
す
る
。



四 単元の指導計画・評価計画

第２学年 豊かな言葉「短歌を味わう」～短歌を作り，思いを伝える～

指導事項 二・三学年 イ 自分の立場及び伝えたい事実や事柄を明確にすること。B

単元の評価規準 ○広い範囲から必要な材料を集め，立場や伝えたい事柄を明確にし，相手に効果的に伝わるように表現を工夫しようとしている （国語への関心・意欲・態度）。
○自分の立場及び伝えたい事実や事柄を明確にしている （書く能力）。

（関心・意欲・態度） （話す，聞く，読む，知識・理解・技能）
配時 具体の評価規準 学習活動 指導上の留意点

〈 評価方法 〉 期待する姿 Ｂの状況 の状況A
（おおむね満足できる） （十分満足できる）

書：情報を整理している。 １ 学習のねらいを確認する。 ・プリント「学習の手引き」
１ （プリント１分析）

関：○○の特徴について知り ２ ○○の特徴を知り，短歌を創作す ・○○について情報を整理させる。 ・○○の特徴について知り，詩の創作に ・必要な情報を集めている。 ・積極的に情報を集め，題材として活，
創作に取り組んでいる。 る。 （プリント１） 取り組んでいる。 ・自分の考えや気持ちを明確にして短 用している。

歌を作っている。 ・自分の考えや気持ちを明確にし，適
切な表現を用いて短歌を作っている

※Ｃの生徒への手だて
情報をさらに集め，○○の良さや美しさをみつけ，短歌の形式にまとめ
るよう指示する。

関：短歌の特徴を理解してい ３ 短歌の特徴を理解し，何首かの短 ・短歌の特徴について考えさせる。 ・短歌の特徴を理解している。
１ る （観察） 歌を鑑賞する。そのことを通して，。

自分の作品を見直す。
読：紹介された短歌を鑑賞す ・よく知られた短歌を紹介し，言葉に

ることができる。 こめられた思いを感じさせる。

読：短歌を鑑賞し，前書きの ４ 正岡子規の短歌を鑑賞し，前書き ・ 藤の花」の十首と前書きの内容を「
１ 趣旨を理解している。 について学ぶ。 読 み，前書きによって補われる内容

プリント２-① ２-② を 把握することで，前書きの趣旨を（ ， ）
※短歌を作ったときの情景や心情。ま 理 解させる。

たそれを生かす表現や語句の工夫。 （プリント２-①，２-② ）

関：学習した短歌をもとに， ５ 自分の短歌を完成させ，それに添 ・言葉を吟味し，思いをこめることを ・学習した短歌をもとに，自分の短歌の
１ 自分の短歌の推敲ができ える「前書き」を書き，推敲する。 意識させる。 推敲をしている。

る。

書：前書きの趣旨に沿って文 ・前書きの趣旨を意識して文章を書か ・短歌にこめた情景や心情を書いてい ・短歌を作ったときの情景や心情を補
章を書くことができる。 せる。 る。 うための前書きを書いている。
（プリント３）

※Ｃの生徒への手だて
自分の好きな○○のようすを聞き，ヒントとなりうる語句を例示しなが
ら，それを文章化するよう指示する。

関：目的に応じて相互に鑑賞 ６ 短歌と前書きを相互に鑑賞し，班 ・前書きの内容が適切であるか。短歌 ・他の生徒の短歌を積極的に鑑賞してい
１ することができる。 に１名の代表を選出する。 にその思いがこめられているか。情 る。

。（プリント４） 景や心情が生かされる表現であるか
などを視点として，他者の作品を鑑
賞させる。

７ 短歌と前書きを発表する。 ・班から１名，前に出て作品を発表す ・他の生徒の発表内容をとらえ，感想を ・情景や心情を伝えようとしている。 ・情景や心情を伝えている。また，聞
１ る。その発表を聞き，各自気付いた 書いている。 また，聞き手としてそれを受け止め き手としてそれを受け止めることが

ことや感想をプリント４に記入させ ようとしている。 できている。
る。

本 関：短歌と前書きについて工 ８ 発表を受け，自分の作品を完成さ ・他者の鑑賞を通して自分の短歌と前 ・自分の気持ちが読み手に伝わるよう ・作品を見直し，読み手に効果的に伝
夫したことや変化したこと せる。 書きを見直し完成させる。プリント に推敲している。 わるように表現を工夫しながら推敲

時 をまとめようとする。 ５を使い，工夫したことや，自分の している。
。（プリント４，５） 中で変化したことなどを記録させる

※Ｃの生徒への手だて
書：自分の立場及び伝えたい 前書きの原稿作成の際に伝えたい事柄を明確にできなかった生徒には，

事実や事柄を明確にし，短 第４次で示したヒントとなる語句を確認する。
歌と前書きをさらに推敲す
ることができる。



二
年
国
語
学
習
の
手
引
き

（

）

（

）

（

）

二
年

組

番

・
単
元
名

豊
か
な
言
葉

・
教
材
名

「
短
歌
を
味
わ
う
」

◎
学
習
の
目
標

・
短
歌
の
知
識
や
も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
生
か
し
て
、
自
分
の
思
い
が
伝
わ
る
よ
う
な
短
歌
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
自
分
が
見
た
情
景
や
そ
の
時
に
感
じ
た
自
分
の
思
い
を
補
う
よ
う
な
文
章
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

・
自
分
が
作
っ
た
短
歌
を
、
よ
り
具
体
的
に
読
み
手
に
伝
え
る
文
章
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

学
習
の
流
れ

つ
け
て
欲
し
い
力

評
価

○
○
の
特
徴
を
知
り
、
○
○
に
関
す
る
短
歌

を
つ
く
る
。

←
、

。

有
名
な
短
歌
を
よ
み

短
歌
の
特
徴
を
学
ぶ

←

正
岡
子
規
の
短
歌
・
前
書
き
を
よ
み
、
自
分

の
短
歌
の
前
書
き
を
考
え
る
。

短
歌
の
推
敲
・
前
書
き
を
完
成
さ
せ
る
。

←

短
歌
の
発
表
を
聞
き
、
感
想
を
書
く
。
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